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1 ．は じめに

　来 日 して約 半年、日本 の 学校 で理科支援員 と

して 授 業に携 わ っ て きた 。そ こ で
、 日本 と中園

チ ベ ッ ト地域 の 理 科教育 に大 き な違 い が あ る

こ と に 気が つ い た。母 国 へ 一
次帰国 した際、中

国青海 省黄南チ ベ
ッ ト地 域同仁県で の 理科 教

育の 改苒を H 的に、理 科 の 実験 に しぼ っ て 実態

調査 を行 っ た。

2 ．調査目的

　本 調査 の 目的は 、2 点あ る。 1 点 目は 、中

学校物理授 業にお け る 生徒 の 実験に対す る意

識 の 実態を調 べ る こ とで あ る 。
2 点 目は、物

理 教員が 日常 の 授業 に 取 り 入 れ て い る実験や

指導 の 実態を明 らか にする こ とで あ る 。

3 ．調査概要

（1）調 査 侍期 ： 2010 年 3 月 申旬〜4 丿「初 旬 。

（2）調 査対象 ：中国青海省戯南チベ
ッ ト州 同仁

　県内の 民族 中学校 、寄宿 学校、逸夫中学校、

　麻 巴 中学校 、根頓培 中学 校 の 2、3 年生 の

　生徒及び 物理 担 当教師 。

　人数 ：468 名（生徒 ： 454 名 、教師 ： 14 名）
（3）調 杳内容 ：生徒に対 して 「理 科 へ の 興味関

　心 に つ い て 」 「実験 時間 に つ い て 」 「好 きな

　理 科 授業」 等、教師に対 して は 「物理授業

　 の 実 験情況」 「実験 の 頻度」 等 を調 杳 し た。
4 。調査結果 と考察

　本調査か ら、チ ベ ソ トの 生徒 に関 し て は、

約 9 割 の 生徒 が理科好き で あ る 。 こ れ は R 本

と比 較する と約 3 割高い
。 8 割以上 の 生 徒が

現在の 実験数 に対 して少 な い と感 じて お り、
また 7割以上 の 生徒が 、実験 ・観察を取 り人

れ た授 業が好 きで あ る こ とが明 らか に な っ た。
こ れ らか ら多 くの チ ベ

ッ トの 生徒 たちが 、理

科 授 業で 実験 を要求 し て い る こ とが分か る。

好きな理 科 授 業 は何 〔％）
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口 観察や実験を 多く取 り入れた授業
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，無 回答

諦斗へ の 興味 附 実験時間 に対 して 〔％ ）

096
、　1％

　　　 　3216

　57％ ・

囗 大好き

口 好き

囗 嫌 い
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口 多い

ロ や や 多い

巳 や や 少ない

ロ とても少ない

■ 無回答

　 Il個 の 中学校物理 課程 標準 で は 、
一

年 間で

31 の 議論 を伴 う実験 と 正5 回 の 実験 を義務づ

けて い る。に も関 わ らず、実験を 全 く行 っ て

い な い 教師が 2 割 を 占め て い た。 また実験頻

度 に つ い て考慮 し て い る教師 はほ とん ど い な

か っ た。こ の 結果 、 教師た ち は授業に お ける

実験 の 意味に 関 し 、 課題 意識が 弱い こ とが わ

か っ た。

　　 実験 を行 っ てい る
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実験数につ い て （％ ）
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口 は い

口 い い え

ロ よく考 える

口 考える

巴 あまり考えな い

田 ま っ た く考 えない

79％
堅

また、実験 の 実施 に あ た っ て の 障害点 と して 、
実験恭 具、消耗品等物質面 で の 不足 を指摘す

る 回答が約 8 割に 達 し た。 こ れ らか ら、実験

を行 う環境が未整備で ある こ と も、実験数 が

少 な い 要因で あ る こ とがわ か っ た，、

5．ま とめ

　調 査結果 よ り、チベ
ソ トの 生徒 たちは理 科が

好 きな割合が 9 割 を 占め て お り、また実験観察

を取 り入 れ た授叢 を望 ん で い る。
一
方 、 理科 の

教師達は、実験 を全 く行 っ て い な い 教師が 2 割

お り
、 行 っ て い る教師 も実験頻度 は高くな い

。

そ の 原 因 と して 理 科授業 に お ける 実験軽視 の

考 え方と実験環境の 末整備が 挙げ られ る。
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